
 

 

松仙園地区適正利用推進計画に基づく利用ルール情報発信計画（案） 

 

 

１．メディア及び関係者を通じた開通に関する当初の発信（令和２年６月） 

○メディアを及び大雪山国立公園に関係する幅広い関係者に周知して、新たに作成され

る地図や資料等に利用ルールが盛り込まれるようにする。 

 

＜具体的な取組＞ 

①報道発表（上川記者会投げ込み、旭川市政記者会記者レク（説明）） 

 ②大雪山国立公園連絡協議会及び登山道維持管理部会のメンバー、その他関係者への

報道発表資料の配布、展開 

③ヤマケイオンラインなど、登山関係情報ページに報道発表資料の提供 

④開通記念登山会の実施（７月 14 日予定）と同登山会のメディア取材を通じた発信 

 ※普及啓発素材【１】を活用 

 

 

２．登山者に対する段階別発信 

（１）事前の登山計画検討のための情報収集に対応した発信 

  ○登山者がインターネットを通じて、事前に情報を収集し、登山計画を検討する際

に、松仙園登山道の利用ルールにアクセスできるようにする。 

 

 ＜具体的な取組＞ 

 ①大雪山国立公園登山情報における発信<http://www.daisetsuzan.or.jp/trail-news/> 

※主な対象：インターネットで「大雪山 登山」「松仙園」等で検索する一般登山者 

※普及啓発素材【２】【３】を活用 

 ②大雪山国立公園連絡協議会 facebook での発信<https://www.facebook.com/daisetsuzan/> 

※主な対象：大雪山のファンで本 fecebook ページを見る登山者（※壮年～中高年） 

※定期的、継続的に発信する。 

※普及啓発材【２】【３】を活用。 

 

 （２次的な展開） 

 ③上記①②について、次の機関、団体のホームページで固定的に掲載して発信。 

  上川町役場、層雲峡ビジターセンター、東川町役場、旭岳ビジターセンター、 

  愛山渓倶楽部（りんゆう観光）、層雲峡観光協会、 

その他松仙園地区適正利用推進協議会構成員のホームページや発信媒体等 

 

 

 

 

資料４ 



 

（２）大雪山国立公園に来た登山者への発信 

 ○大雪山国立公園を訪れた登山者に現地で発信する。松仙園の利用ルールを知らない

まま来訪した登山者に、ルールを周知する。また、事前にインターネットで情報を

得た登山者には詳細を、再確認をしてもらう。 

 

 ＜具体的な取組＞ 

 ①層雲峡ビジターセンター、旭岳ビジターセンター、ひがし大雪自然館における発信 

  ※普及啓発素材【３】【４】を掲出。 

  ※展示に登山地図が含まれる場合は利用ルールに関する情報を明記する。 

 ②その他、利用者が立ち寄る次の施設での発信 

層雲峡黒岳ロープウェイ、旭岳ロープウェイ、その他観光案内所等 

大雪山国立公園内の登山口に設置されている案内看板（地図に松仙園が含めまれて

いる箇所すべて） 

  ※普及啓発素材【３】を掲出。 

 

 

（３）愛山渓温泉（登山口）に来た登山者への発信 

 ○松仙園の利用ルールを知らないまま来訪した登山者を含め、すべての登山者にルー

ルを周知して、確認を促す。 

 

 ＜具体的な取組＞ 

 ①愛山渓温泉の案内看板、三十三曲方面分岐の案内看板、松仙園登山口の案内看板に

よる周知 

 ②愛山渓倶楽部、愛山渓ヒュッテでの周知 

  ※普及啓発素材【３】【４】を掲出。 

  ※施設職員には利用ルールを御理解いただき、問合わせ等にご対応いただく。 

 

 

【普及啓発素材】 

【１】報道発表資料 

【２】環境省ホームページ<http://www.env.go.jp/park/daisetsu/data/riyousuishinkyou.html> 

【３】チラシ（紙媒体、PDF） 

【４】ポスター（紙媒体、PDF）※チラシの表面 

 

 

 







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■松仙園登山道は、毎年7月14日～9月30日の間通行できます 

 

松仙園は極めて自然度の高い、原生的な自然が残された湿原です。大雪山国立公園松仙園地区適正利用

推進計画に基づき利用のルールが定められ、2020年７月14から松仙園に至る開通しました。 

愛山渓温泉から松仙園を通り、愛山渓温泉に戻る場合、約５時間のコースになりますが、次のルールを順守

することができ、登山の知識・技術を持つ人だけが、行くことができる特別な場所です。 

 

  

松仙園登山道 

（0:20→） 

別添２ 



■松仙園登山道 ５つルール 

 

●毎年7月14日から9月30日まで利用可能です。 

雪融けや降雪時期など湿原植生を傷めやすい期間は利用できません。利用で

きない期間は、ゲートにロープが張られます。 

 

●登り一方運行です。 

登山による歩道及び植生の荒廃を最小限に抑える ため、歩道や植生に与える

インパクトの少ない登り一方通行とします。 

 

 

 

●木道やロープ柵の外側には踏み出さないでください， 

先を行く登山者を追い越すときも、踏み出さないでください。 

追い越される登山者には、木道基礎の横木に足をかけて道を譲ってくださ

い。 

 

 

●入り口ゲートでは、ブラシで靴についた植物の種を落としてください。 

外来種を湿原内に持ち込まないように、登山ロゲートに備え付けのブラシで靴

底の土を落としてください。 

 

●ヒグマ対策をしてください。 

◦鈴や笛を必ず携行してください。 

◦集団で行動し、残飯・ごみなどは必ず持ち帰ってください， 

◦ヒグマに出会っても走って逃げてはいけません。ヒグマから目をそらさずにゆっくり

後退し、離れるようにしてください。 

◦写真を撮るために近づくことや、フラッシュを使った撮影は危険てす。 

 

  



■松仙園登山道は大雪山グレート４「大雪山の厳しい自然に挑む登山ルート」です。 

 

松仙園登山道入り口～二ノ沼・三ノ沼湿原、二ノ沼・三ノ沼湿原～四ノ沼湿原、四の沼湿

原～雪田植生の区間は、大きな岩の段差、ぬかるみ、沢の徒渉などがあり、歩きにくく難易度が

高い登山ルートです。 

万全の登山装備をし、十分な水と食料をもって行ってください。 

足元は、登山靴とスパッツ（または、長靴）を準備してください。 

  

ぬかるみ。時期や場所によっては、深い水た

まりがある（登山口～二ノ沼の区間） 

わかりにくい道（特に雪解け直後の開葉前）、

岩場。雪が多い年は雪渓トラバースになる（二

ノ沼～四ノ沼の区間） 

  

大きな岩の段差（登山口～二ノ沼の区間）  滑りやすい急斜面（登山口～二ノ沼の区間）  

 

  



■松仙園登山道の見どころ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



■松仙園登山道最新情報 

  

大雪山国立公園登山情報 をチェックしてください。 

愛山渓温泉、松仙園登山口にも案内標識がありますので、登山情報を確認してください。 

 

■参考情報 

  

松仙園地区適正利用推進計画（利用ルールの根拠） 

松仙園地区適正利用推進協議会（利用ルールの決定、植生保護モニタリング結果の評価など） 

 

■アクセス・温泉情報 

 

愛山渓温泉についての情報（上川町HP） 

  削除: 上川町HP ...

http://www.daisetsuzan.or.jp/trail-news/
http://www.env.go.jp/park/daisetsu/data/files/daisetsu20170323.pdf
http://www.env.go.jp/park/daisetsu/data/riyousuishinkyou.html
https://www.town.hokkaido-kamikawa.lg.jp/mobile/section/sangyoukeizai/chs812000000145f.html
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